
施設の概要説明

１．名称及び位置

２．施設の運営方針
「観光客、土産品中心の店」から「農産物、地域住民中心の店」に利用方法を転換し、地
域の特色ある農林水産物、それらを原材料とした加工食品を地域住民が積極的に生産・
出荷することにより、「なりわいづくりの拠点」として事業を行う。
商品は「地域住民の日常生活に供給」するとともに、斜陽館に隣接する直売施設とし

て、県内外からの観光客に「地域の食文化の発信」を行う。
あわせて、金木地域中心市街地に立地することを活かし、「地域のまちづくり、交流の拠
点」としての機能を持つ。
これらの複合的な機能をもって事業を行うことにより、金木地域中心市街地のにぎわ

いの創出をはかり、ひいては地域活性化の拠点となるよう整備、運営を行う。

３．施設の規模等
（１）敷地面積 １，５０５．２０㎡
（２）建築面積 ６０８．６５㎡
（３）延床面積 ７１６．３０㎡
（４）建築構造等 鉄骨造（一部木造）２階建
（５）施設の主な内容 観光物産、地場産品の販売及び飲食の提供
（６）建築時期 平成１１年７月（令和４年１月全面改装）
（７）完成イメージ 別添のとおり

４．施設利用者数の状況
平成２４年度（２０１２東北ＤＣ）の６６，９３９人をピークに、直近過去３年間の

施設利用者数は次表のとおりである。

※令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により４月１４日までの１４日間の
営業。以降休業。

５．営業時間
午前９時から午後６時（予定）

６．休館日

物産館の休館日は、12 月 30 日から翌年の１月２日まで。

（指定管理者との協議により変更可）

７．今後のスケジュール（予定）
令和３年８月１０、１１日 出荷者説明会（以降も随時友の会入会受付）

1２月 出荷者友の会（協議会）発足
令和４年１月 改修工事完了予定

２月 出荷登録、出荷トレーニング
４月 プレーオープン
４月下旬 グランドオープン

名 称 位 置
金木観光物産館 五所川原市金木町朝日山１９５番地２

年 度 利用者数

平成３０年度 ５７，５５１人

平成３１年度 ５４，０４４人

令和 ２年度 ３４０人（14 日間の営業）
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